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Abstract
This research is based on analysing the graduate data that was conducted for students who 
graduated from three undergraduate departments at Nagasaki International University.　 The 
graduates were asked to evaluate the educational program at the time of their enrolment and their 
enthusiasm for studying.　They were also asked to measure their ability to demonstrate a competency 
level for the first career within １０ years after their graduation and the current job to show the needed 
requirements.　Finally, they were asked about their satisfaction towards the university.
The result of surveying the graduates of the International Tourism department shows a 
significantly low amount of enthusiasm towards the university overseas training program and the 
study abroad program.　However, they showed their enthusiasm to study other courses that related 
to their major and the graduation thesis.　In the competency, the feeling of insufficiency was clear 
in their current job towards the lack of basic and social skills and the ability to communicate with 
business partners and customers.
On the other hand, the graduates of the Social Work department showed a significantly low 
amount of enthusiasm towards the university overseas training program and the study abroad 
program, classes of foreign languages, remedial academic skills, lectures to enrich knowledge and 
education, and the activities in the seminars.　In addition, in the competency, a significantly low 
amount of enthusiasm was clearly shown towards the lack of specialized knowledge, specialized skills, 
basic and social skills, and comprehensive knowledge and creative thinking.
Finally, the result of surveying the graduates of the Health and Nutrition department shows 
a significantly low amount of enthusiasm towards the university overseas training program and 
the studying abroad program.　In the competency, the feeling of insufficiency was clear in their 
current job towards the lack of basic and social skills.
As for the degree of satisfaction of the university, the graduates in general showed a high amount 
of satisfaction towards the departments of International Tourism, Social Work and Health and 
Nutrition.
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要　旨
本研究は、本学の３学科の卒業生に対し実施した卒業生データをもとに、卒業生の在学時の教育プロ
グラムへの評価、卒業後１０年までの初期キャリアにおけるコンピテンシーの獲得水準と現在の仕事での
必要度、本学への満足度について分析した。
１．は じ め に
１１．研究の背景と目的
近年、高等教育における卒業生調査は、学修
の成果を測り、教育の質保証を行うべく、自己
点検・評価、IR 活動（Institutional Research）
の一環として実施が推進されている。それにと
もない、卒業生調査の内容そのものに関する研
究と実施した卒業生調査の結果から学部学科の
在り方やカリキュラムを検討する研究がなされ
てきた。前者に関しては、例えば、沖（２００３）
は、教育システムの成果の検証に学力の保証の
ほか学んだ大学や教育機関に対する満足度を把
握することが重要であるとして、卒業時満足度
尺度項目の検討を行っている。また、吉本（２００７）
は、日欧大卒調査と九州の短大調査の事例から、
卒業生調査が教育の成果の測定と教育活動の点
検・評価、教育の改善への方法であることを論
じている。後者の研究についてみると、卒業生
調査の結果から対象となった学部学科のカリキュ
ラム等を検討した研究や実践報告が看護の分野
（松山・山口・込山［１９９７］、青木他［２００５］、
野田他［２００５］、五十嵐他［２０１７］）や介護の分
野（橋本・別惣・豊山［１９９８］、北口他［２００５］、
浜崎他［２０１５］）で多く報告されている。これ
らの研究では、卒業生調査の結果により、カリ
キュラム改変の前後の教育成果を検討したり、
卒業生によるカリキュラムへの評価や現職での
能力の評価を検討することで、今後の教育内容
への活用について考察を行っている（野中［２０１７］
など）。さらに、各大学による卒業生調査とそ
の検討のみならず、複数の短期大学や専門学校
で実施された大規模な卒業生調査などの研究も
行われている（吉本［２０１５］）。吉本（２０１５）は、
短期大学や専門学校合わせて５５機関で実施され
た卒業生調査の結果から、卒業直後から１０年目
までの初期キャリアの形成において、専門的な
資格取得のための実習やインターンシップ、専
門分野と関連したアルバイトといった経験の有
用性を指摘している。
そこで、本研究では、２０００年の開学から現在
までの本学のカリキュラムの変化を概観すると
ともに、本学の３学科（国際観光学科・社会福
祉学科・健康栄養学科）で実施した卒業生調査
の結果により、卒業生の在学時における教育内
容への評価および現在の各種能力の獲得状況に
ついて把握したい。
１２．研究の方法
本研究は、卒業生在学時のカリキュラムにつ
いてまとめるとともに、Web 調査により実施し
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調査の結果から、国際観光学科の卒業生は、「海外研修・留学のための機会や指導」の充実度に対し
熱心度は有意に低かった。また、「専門の授業（講義や演習）」や「卒業論文、卒業制作、卒業発表」は
充実度に対し熱心に取り組んだと評価している。コンピテンシーでは、現職において、卒業生は「基礎
的・社会的な技能」の「取引先や顧客などに対するコミュニケーション能力」の不足感を感じているこ
とがわかった。
社会福祉学科では、「海外研修・留学のための機会や指導」、「外国語を修得するための授業」、「高校
までの基礎学力を学び直す授業や指導」、「知識を広げ教養を身に付ける授業」、「研究室・ゼミでの授業
や活動」の充実度に対し、熱心度が有意に低かった。さらに、コンピテンシーの「専門的な知識」、「専
門的な技能」、「基礎的・社会的な技能」、「総合的な学習知識と創造的思考力」の項目で獲得度よりも必
要度が有意に低かった。
健康栄養学科では、「海外研修・留学のための機会や指導」と「卒業論文・卒業制作・卒業発表」が
充実度に対し、熱心度が有意に低かった。コンピテンシーについてみると、健康栄養学科の卒業生は、
現職において「基礎的・社会的な技能」を中心に不足感を感じていることが明らかになった。
総合的に振り返っての本学に対する満足度には卒業生は高い満足度を示した。
キーワード
卒業生調査、学修成果、コンピテンシー
た卒業生調査の結果から、本学卒業生による在
学時における教育内容への評価および各種能力
の獲得状況を把握する。
２．調査の概要
２１．調査概要
本研究で使用するデータは、九州大学「高等
教育と学位・資格研究会」（研究代表：吉本圭
一教授）が開発・実施した地方私立５大学を対
象とした「大学の学習成果と卒業生のキャリア
形成に関する調査」に本学が参加機関として参
画し、卒業生調査の結果の一部を分析したもの
である。
調査方法は、Web 調査により行われた。調査
対象者は、人間社会学部国際観光学科・社会福
祉学科、健康管理学部健康栄養学科の卒業生で
ある。本学の開学が２０００年４月であるため、対
象となるのは２０００年度入学生から２０１０年度入学
生である。調査期間は、２０１４年１２月から２０１５年
７月までであった。
調査項目は次の７項目に分かれており、調査
票から直接産出される指標数は５１０となってい
る。
　出身学部・学生とあなた自身について
　在学時の学習・学生生活について
　卒業後の職業経歴について
　卒業後の学習経験について
　大学などで獲得した能力の活用について
　これまでの生活や家族について
　これまでの経験を総合的に振り返って
本研究では、、、、、の調査項目
の一部を分析している。
本調査は、本学のキャリアセンターが窓口と
なり、同窓会名簿により国際観光学科へ１,０６５
件、社会福祉学科へ７６３件、健康栄養学科へ５２０
件の合計２,３４８件に Web 調査の案内を発送し、
ID とパスワードを各卒業生に配布して各自が 
Web 上で回答してもらう形式がとられた。
本調査で分析するのは、一定数以上の項目に
回答した有効サンプルとした。回答率は９.０３％、
有効回答数は１８０、有効回答率は７.６７％であった。
なお、本調査の質問項目によって欠損値がある
こと、回答分岐により回答数が減少することか
ら、分析ごとに対象度数が異なる。また、回答
者は、本学に対して比較的好意的あるいは満足
度の高い者が回答していると考えられることか
ら、サンプルの偏りがあると推察される。
２２．分析の手順
統計的検定には、統計処理ソフト SPSSver.２２ 
を使用した。有意差検定として、t 検定、χ２ 検
定を行い、危険率５％未満を有意水準とした。
２３．回答者の属性
回答者は、学科別にみると、国際観光学科が
６５名、社会福祉学科５７名、健康栄養学科が５７名
である（図１）。今回の回答者には留学生は含
まれていない。
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図１　性別
回答者の性別でみると、全体的に女性の割合
が大きい。最も女性が多いのは、健康栄養学科
で８２.５％、次に社会福祉学科で６１.５％、国際観
光学科が５６.１％となった。
回答者は、卒後年数を「卒業３年まで」、「卒
業４―６年」「卒業７―１０年」の３つの区分で
みると、全体ではほぼ同じ割合を示しているが、
国際観光学科では卒業３年までが最も多く、社
会福祉学科では卒業７―１０年まで、健康栄養学
科では卒業４―６年までが多くなっている（表
１）。
３．３
　
 学科におけるカリキュラムと取り組みの
特徴
本章では、調査対象となる３学科のカリキュ
ラムと取り組みの特徴について概観する。
３１．人間社会学部国際観光学科
人間社会学部国際観光学科は、大学新設時の
２０００年に設置された学科である。同学科の専門
科目は、図２に示した通り、基礎・基幹・展開
の３つに分けられ、さらに展開の区分の中に、
「国際・文化」、「開発・政策」、「産業・サービ
ス」の３つに分けられていた。２００６年度になる
と、後のコース制につながる４区分が「展開」
の中に設置された。その４区分は、「観光ビジ
ネス」、「地域デザイン」、「言語・多文化」、「ス
ポーツツーリズム」である。２００８年度からは、
開設時に分けられていた基礎・基幹・展開の３
区分が廃止され、専門的な学習をより深め、資
格取得の勉強や就職活動に早くから取り組める
よう、コース制を導入した。コースは、「観光
ビジネス」、「地域デザイン」、「言語・多文化」、
「スポーツツーリズム」の４コースで開始して
いる。今回の卒業生調査の対象となるのは、こ
こまでのカリキュラムが適用されていた卒業生
である。
国際観光学科でコース制を開始する議論の中
では、「観光ビジネス」の重要性が再確認され、
２０１１年度には、ハウステンボス株式会社で実施
される「長期インターンシップ」を開始してい
る。また、同年、国際観光学科と社会福祉学科
には、人間社会学部の学部共通科目として「キャ
リア開発Ａ・Ｂ・Ｃ」の科目が設置された。こ
の科目はキャリア教育を１年次から３年次まで
行うもので、必修科目となっている。
２０１３年度には、従来、教員が授業外で行って
いた旅行業務取扱管理者の勉強会を、学科とし
て体系的な特別講座として開始した。この講座
では、旅行業務取扱管理者資格（国内・総合）
に関連する科目を担当する専門の教員が中心と
なり、補講の形式で資格取得のための学習支援
を行うようになった。
その後、国際観光学科は２０１４年度に「グロー
バルツーリズム」コースを追加し、５　 コース制
となった。さらに２０１５年度には３コース制へ改
編され、「観光マネジメント」、「グローバルツー
リズム」、「スポーツツーリズム」となっている。
３２．人間社会学部社会福祉学科
人間社会学部社会福祉学科は、国際観光学科
と同様、２０００年の大学新設時からの学科である。
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表１　学科別卒業年数
卒後年数
n合計卒業７１０年卒業４６年卒業３年まで
 ５７１００.０％２８.１％２６.３％４５.６％国際観光学科
 ６１１００.０％４７.５％２７.９％２４.６％社会福祉学科
 ５５１００.０％１８.２％４７.３％３４.５％健康栄養学科
１７３１００.０％３１.８％３３.５％３４.７％合計
開設時の同学科の専門科目は、基礎・基幹・展
開の３つに分けられ、展開の中は、「地域・行政」、
「医療・精神保健」、「介護」の３つに区分され
ていた（図３）。
さらに、社会福祉学科では、２００５年度より
「高齢者福祉」、「障害者・児童福祉」、「医療・精
神保健福祉」、「コミュニティ（地域）福祉」に
分けた４コース制が導入されており、２　 年次の
「専門基礎演習」、３　 年次の「専門演習」、４　 年
次の「卒業研究」をこのコース内、つまり各コー
スに配置されている教員のもとで行い専門性を
深める仕組みであった。また、社会福祉学科で
は、各国家資格に応じて、福祉施設や病院、社
会福祉協議会での現場実習も行われている。
２００９年度には、社会福祉学科では「社会福祉
士及び介護福祉士法」改正に伴うカリキュラム
変更により、社会福祉士の必修科目を修得する
ことが卒業要件でなくなったため、実習が選択
科目となった。また、同年、コース制が廃止と
なっている。さらに、２０１１年度からは、展開区
分における「地域・行政」「医療・精神保健」
の区分が廃止されている。カリキュラム表の区
分では「介護」も廃止されているが、実質的に
は介護の区分は存置し、介護福祉士養成のため
の指導が行われている。
２０１０年度に社会福祉学科では、社会福祉士等
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図３　社会福祉学科の専門科目の区分の変遷
資料：『履修の手引き』より筆者作成。
注１）「　」で記述したものは科目名である。
注２）２０１１年度以降の展開区分には、「社会福祉総合演習」と「卒業研究」以外に他の専門科目も含まれる。
図２　国際観光学科の専門科目の区分の変遷
資料：『履修の手引き』より筆者作成。
※「　」で記述したものは科目名である。
の資格取得を必要としない学生が新たに取得で
きる資格として、「生きがい情報士」が取得で
きるように科目が新設された。また２０１６年度に
は、「福祉心理士」、「初級障がい者スポーツ指
導員」の各資格取得のための科目の設置や、「ス
クールソーシャルワーカー」養成課程の設置が
行われている。
社会福祉学科では、２０１１年度入学生まで、２　 
年次から３年次への進級の際に進級判定を行っ
ており、２　 年次終了までに修得単位数が５０単位
に満たない者は原級留置を実施していたが、２０１２
年度からはこの制度は廃止となっている。
３３．健康栄養学科
健康管理学部健康栄養学科は、２００２年に開設
された。同学科では、管理栄養士の国家資格取
得を目指すカリキュラムが設置されている。図
４は、健康栄養学科の専門科目の区分を示した。
健康栄養学科では、高校時代に学んだ化学や
生物の知識が必要であるため、１　 年次前期では
カリキュラム外のリメディアルクラスが設けら
れ、基礎知識の指導を強化することで専門学習
へスムーズに移行できるようにしている。また、
学内での演習・実習に加え、３　 ～４年次の「臨
地実習Ⅰ～Ⅳ」では病院や学校等の現場実習が
行われており、実践的なカリキュラムが編成さ
れている。さらに、管理栄養士の国家資格取得
を達成するため、２００３年度入学生より自主学習
の指導や教員による個別指導が行われており、
４　 年次には集中的な教育指導が行われている。
健康栄養学科では、２００８～２０１０年度まで「専
門研究指導」が卒業研究として専門関連区分に
配置され、２０１１年度からは「卒業研究」として
配置されているが、必修科目ではなかった。
健康栄養学科では、２　 年次から３年次、３　 年
次から４年次への進級の際に進級判定を実施し
ており、受講対象科目として開講された全専門
科目のうち、必修科目（選択必修含む）の修得
単位が９０％に満たない者は原級留置としている。
４．在学時の学修状況
本章では、卒業生の在学時の学修状況につい
て、出席状況や在学時の成績、在学時における
教育プログラムの充実度や取り組み具合につい
て確認する。
４１．出席状況
まず、授業への出席では、４　 件法（１．欠席
は１/３以上、２　 ．欠席は１/４くらい、３
　 ．欠席は
１/５以下、４　 ．ほとんど出席）で尋ねたところ、
全ての学科で「ほとんど出席」と回答した者が
多く、７　 割を超えた（図５）。健康栄養学科に
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図４　健康栄養学科の専門科目の区分の変遷
資料：『履修の手引き』より筆者作成。
注１）「　」で記述したものは科目名である。
注２）２００２年以降の専門基幹区分には、「臨地実習Ⅰ～Ⅳ」以外に他の専門科目も含まれる。
注３）２００８年度以降の専門関連区分には、「専門研究指導」以外に他の専門科目も含まれる。
注４）２００１年度以降の関連区分の「卒業研究」以外に他の専門科目も含まれる。
ついては、８２.６％と他学科と比べて高い割合を
示した。特に、国家資格に関連する学科では、
必修科目が多く、進級にも関わることから途中
で履修を辞退できないことも関係すると考えら
れる。
４２．在学時の成績
次に、在学中の成績を５件法（１．下の方～
５．上の方）で尋ねると、３　 学科全体では「上
の方」（４＋５）と回答した割合が最も大きく
４３.５％となり、「中」が４０.１％、「下の方」（１＋
２）と回答したのが１６.３％となった（表２）。
学科別で成績をみると、在学時の成績を「上
の方」と回答した割合が最も大きいのは国際観
光学科で６１.２％となった。一方、「下の方」と回
答した割合が最も大きかったのは健康栄養学科
であった。
４３．在学時における教育・指導の充実度
と熱心度
本節では、卒業生が本学で受けた教育プログ
ラムの充実（以下、充実度とする）と個人の取
り組み具合（以下、熱心度とする）について、
卒業生がどのように本学の教育・指導について
充実度を評価しているか、また卒業生自身がど
れほど熱心に取り組んだと自己評価しているか
検討する。これにより、本学の教育プログラム
への点検を図りたい。
充実度は、「次のような点で、本学の教育・指
導は充実していましたか。」と尋ね、表３～５
にある１５の設問に対し、５
　
 件法（１．まったく
充実していなかった～５．とても充実していた）
で回答を求めている。また、熱心度は、「本学
の提供する教育・指導や各種の活動に対して，
どの程度熱心に取り組みましたか。」として、
５　 件法（１．熱心に取り組まなかった～５．熱
心に取り組んだ）で、経験がない者には、「０．
経験がない」を選択するように指示している。
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表２　在学中の成績
在学中の成績
n合計HighMidLow
 ４９１００.０％６１.２％３６.７％ ２.０％国際観光学科
 ５３１００.０％４１.５％４７.２％１１.３％社会福祉学科
 ４５１００.０％２６.７％３５.６％３７.８％健康栄養学科
１４７１００.０％４３.５％４０.１％１６.３％合計
図５　授業への出席状況
表３～５は、各学科の教育プログラムの充実
度と個人の熱心度について、充実度と熱心度の
差の検討を行うため、対応のある t 検定を行った。
４３１．国際観光学科
国際観光学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」は充実度より熱心度が有意に低
かった（t＝３.０１, df＝４５, p＜.０１）。全学科でみて
も「海外研修・留学のための機会や指導」は、
充実度に対し、学生の熱心度の数値が最も低かっ
た項目であった。本学では、どの学科でも参加
できる留学に加えて、国際観光学科では２０００年
度より設置されている専門科目に１週間程度の
海外での研修がある。海外で学ぶ機会はあるも
のの、こうした海外での研修参加は必修ではな
いため熱心度は学生の興味により異なったと推
察される。
また、「卒業論文、卒業制作、卒業発表」（t＝
２.６４, df＝４５, p＜.０５）と「専門の授業（講義や
演習）」（t＝２.１４, df＝４７, p＜.０５）で、充実度に
対して熱心度が有意に高かった。国際観光学科
では、所属している４年生のゼミで「卒業研究」
の指導が行われており、論文執筆に取り組む体
制が整えられている。卒業生は必修化されてい
る「卒業研究」に熱心に取り組んだと自己評価
しているようだ。
４３２．社会福祉学科
社会福祉学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」（t＝８.０８, df＝４６, p＜.００１）、「外
国語を修得するための授業」（t＝３.２１, df＝４９, p
＜.０１）、「高校までの基礎学力を学び直す授業や
指導」（t＝２.６９, df＝５０, p＜.０５）、「知識を広げ教
養を身に付ける授業」（t＝２.６８, df＝４９, p＜.０５）、
「研究室・ゼミでの授業や活動」（t＝２.１４, df＝４９, 
p＜.０５）の項目で、充実度に対して熱心度が有
意に低かった。これらの授業や活動の充実度に
対し、社会福祉学科の卒業生はあまり熱心に取
り組んだとは評価していないようだ。
４３３．健康栄養学科
健康栄養学科では、「卒業論文・卒業制作・卒
業発表」（t＝４.３６, df＝４４, p＜.００１）と「海外研
修・留学のための機会や指導」（t＝９.７５, df＝４４, 
p＜.００１）で有意差が認められ、充実度よりも熱
心度が低かった。健康栄養学科では、「卒業研
究」が選択科目であったため、他学科と比べて
も充実度・熱心度のいずれも数値が低いと考え
られる。健康栄養学科のカリキュラムは、管理
栄養士の国家資格取得に重点が置かれており、
卒業生も資格取得に向けて取り組んでいたと考
えられる。
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表３　授業等の充実度と熱心度（国際観光学科）
n有意確率（両側）t 値
熱心度充実度
標準偏差平均値標準偏差平均値
４８０.９０７ －０.１２ １.２９３.０００.９１２.９８高校までの基礎学力を学び直す授業や指導
４７０.１６０ －１.４３ １.０５３.６４０.９０３.４３大学での学習方法を学ぶ授業
４８０.５４３ －０.６１ ０.７６４.１９０.８３４.１０知識を広げ教養を身に付ける授業
４８０.４１８ ０.８２ ０.９３３.２３０.９８３.３８外国語を習得するための授業
４８０.０３８ －２.１４ *０.６５４.２９０.８６３.９８専門の授業（講義や演習）
４７０.６０１ ０.５３ １.４８２.８９１.１５３.０２インターンシップなど仕事現場や地域での実習や就業経験
４７０.４９７ －０.６８ １.３３３.５１１.０７３.３８資格取得に関わる準備・指導
４６０.０１１ －２.６４ *０.８３４.２０１.０４３.８３卒業論文、卒業制作、卒業発表
４６０.００４ ３.０１ **１.７８２.７８０.９４３.５０海外研修や留学のための機会や指導
４７０.３２３ １.００ ０.９２４.１７０.８８４.２８研究室・ゼミでの授業や活動
４６０.６１７ ０.５０ １.５５３.４８１.２４３.５７部活やサークル、学校の行事
*p＜０.０５, **p＜０.０１
５．卒業後の職業経歴
本章では、卒業生の卒業後の職業経歴につい
て、卒業直後の進路、初職と現職について把握
する。
５１．卒業直後（６ヵ月以内）の進路
回答者の卒業直後（６ヵ月以内）の進路は、
全体の８０.６％が「就職」、９.４％が「進学」、「進
学も就職もしていない」が５.０％、「その他」が
５.０％となった（図６）。学科別では、「就職」が
最も高くなったのは社会福祉学科（８５.７％）で、
「進学」が最も高くなったのは健康栄養学科
（１４.０％）となっている。
５２．初職と本学で専攻した分野との関連
初職と本学での専攻分野との関連について尋
ねると、「関連分野である」と回答したのは健
康栄養学科が最も多く、９０.０％となった（図７）。
一方、「関連分野でない」と回答したのは国際
観光学科が最も多く、５８.１％となっている。し
かし、吉本（２０１６b）によると、人文・ビジネ
ス分野の学科では、初職を「関連分野である」
と回答する割合は２４.５％とより低い比率となっ
ており、人文・ビジネス分野の学科と比べると、
国際観光学科の卒業生は比較的大学の専攻分野
と関連する職業に就いているようである。
初職を続けているかどうかについては、全体
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表５　授業等の充実度と熱心度（健康栄養学科）
n有意確率（両側）t 値
熱心度充実度
標準偏差平均値標準偏差平均値
４６０.７８１ －０.２８ １.２７３.４１１.００３.３７高校までの基礎学力を学び直す授業や指導
４５０.４３４ －０.７９ １.５３３.１１１.０５２.９３大学での学習方法を学ぶ授業
４５０.０８６ １.７５ １.００３.６９０.９２３.９１知識を広げ教養を身に付ける授業
４５０.２８１ １.０９ １.１５２.８９１.１２３.０７外国語を習得するための授業
４５０.６６７ ０.４３ １.１４４.２７０.８５４.３３専門の授業（講義や演習）
４５０.２２０ －１.２５ １.５８３.６９１.１４３.４４インターンシップなど仕事現場や地域での実習や就業経験
４５０.１０９ －１.６３ １.０３４.５８１.０２４.３３資格取得に関わる準備・指導
４５０.０００ ４.３６ ***１.９４１.３１１.４１２.２０卒業論文、卒業制作、卒業発表
４５０.０００ ９.７５ ***０.８１０.３８０.８８１.７８海外研修や留学のための機会や指導
４５０.６６０ －０.４４ １.３５２.９６１.０９２.８９研究室・ゼミでの授業や活動
４５０.１１６ １.６０ １.５４２.７６１.０３３.０２部活やサークル、学校の行事
***p＜.００１
表４　授業等の充実度と熱心度（社会福祉学科）
n有意確率（両側）t 値
熱心度充実度
標準偏差平均値標準偏差平均値
５１０.０１０ ２.６９ *１.５４２.３１０.９８２.８０高校までの基礎学力を学び直す授業や指導
５１０.０６３ １.９０ １.２１３.２４０.８８３.４７大学での学習方法を学ぶ授業
５００.０１０ ２.６８ *０.９４３.６６０.７４３.９８知識を広げ教養を身に付ける授業
５００.００２ ３.２１ **１.０７２.５８０.８９３.１０外国語を習得するための授業
５００.１５１ １.４６ ０.９８４.０６０.７２４.２６専門の授業（講義や演習）
５００.３６４ －０.９２ １.４０３.５８１.１１３.４２インターンシップなど仕事現場や地域での実習や就業経験
５００.４７９ ０.７１ １.１２４.０２０.７８４.１４資格取得に関わる準備・指導
５００.２２７ １.２２ １.０７３.９０１.０１４.０４卒業論文、卒業制作、卒業発表
４７０.０００ ８.０８ ***１.２９０.７７１.１０２.４０海外研修や留学のための機会や指導
５００.０３８ ２.１４ *１.０４４.０２０.９５４.２０研究室・ゼミでの授業や活動
４９０.３２２ １.００ １.３７３.４９１.０５３.６３部活やサークル、学校の行事
*p＜０.０５, **p＜０.０１, ***p＜０.００１
でみて「初職を続けている」と回答したのは、
５５.０％となった（図８）。
５３．現　職
次に、「あなたは現在（この１ヶ月）主に何
をしていますか」の質問には、「主に仕事をし
ている」と回答した者が多く、全体で７４.６％と
なった（図９）。回答者数は少ないが、国家資
格に関連する学科の方が「主に仕事をしている」
と回答する割合が大きかった。
５４．現職と最終学歴で専攻した分野との関連
現職と最終学歴で専攻した分野との関連をみ
ると、「関連分野である」としたのは、健康栄
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図６　卒業直後（６ヵ月以内）の進路
図７　初職と本学で専攻した分野との関連（分野別）
図８　初職の継続
養学科と社会福祉学科では８割を超えた（図
１０）。一方、国際観光学科では、６２.５％が「関連
分野でない」と回答している。現職と最終学歴
で専攻した分野との関連と初職と本学で専攻し
た分野との関連は同様の傾向を示している。
６．在学時に獲得した能力と仕事で必要とされ
る能力
本章では、「コンピテンシー」と総称される
能力（知識・技能・態度など）について、卒業
生が在学時に獲得した能力と仕事で必要とされ
る能力の差を比較し、今後、本学の教育・指導
で検討すべき能力を把握したい。本研究で用い
る「コンピテンシー」とは、吉本（２０１６b：６５）
の定義する「職業等の場面において高いパフォー
マンスを導く諸能力の総体、あるいは諸能力を
操作して高いパフォーマンスを導くものという
意味であり、職業生活に必要なものであり、学
修成果として第三段階教育で議論されているも
のと同じ次元で記述できるもの」とする。
分析に使用したサンプルは欠損値が多かった
ため、ペアごとに除外して対応のある t 検定を
行った。
６１．在学時に獲得した能力と仕事で必要
とされる能力
在学時に獲得した能力については、卒業生が
本学の卒業時までに獲得することを期待してい
た能力をどの程度身につけているか（以下、獲
得度とする）を５件法（１．ほとんど身につけ
ていない～５．十分身につけている）で尋ねて
いる。各設問は表６～８に示した通りであり、
各学科の専門分野で具体化された項目内容は異
なる。なお、この獲得度に関する項目は、アン
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図９　現在（この１ヶ月）の状況
図１０　現職と最終学歴で専攻した分野との関連
ケート回答時点で職に就いている卒業生にのみ
質問している。
さらに、現在の仕事では本学の卒業時までに
獲得することを期待していた能力がどの程度必
要とされているか（以下、必要度とする）につ
いて、仕事をした経験があると回答した卒業生
が、現在の仕事での能力の必要度を５件法（１．
まったく必要でない～５．とても必要である）
で回答している。
６１１．国際観光学科
国際観光学科では、有意差が見られた項目は
コンピテンシーの「基礎的・社会的な技能」の
「ｉ．取引先や顧客などに対するコミュニケー
ション能力」（t＝３.０７, df＝１７, p＜.０１）のみで、同
項目では獲得度に対して必要度が有意に高い結
果が得られた（表６）。国際観光学科の卒業生
は、業務上でコミュニケーション能力の不足感
を感じているようだ。
６１２．社会福祉学科
社会福祉学科では、コンピテンシーの「専門
的な知識」、「専門的な技能」、「基礎的・社会的
な技能」、「総合的な学習知識と創造的思考力」
の全ての項目１２項目で有意な差がみられた（表
７）。
「専門的な知識」では、「ｃ．人と生活、福祉
等に関する知識」（t＝４.４９, df＝１９, p＜.００１）、「ｄ．
学際的な知識や考え方」（t＝２.１８, df＝１９, p＜.０５）、
「専門的な技能」では、「ｅ．利用者の尊厳の保
持・自立支援に関わる介護実践等の技能」（t＝
２.６５, df＝１９, p＜.０５）、「ｆ．担当業務の課題を
発見し、具体的な解決策を提案する能力」（t＝
３.８２, df＝１９, p＜.０１）、「基礎的・社会的な技能」
では、「ｇ．優先順位をつけて、仕事を段取り
する能力」（t＝３.５７, df＝１９, p＜.０１）、「ｈ．組織
における自分の役割を認識し、チームに貢献で
きる能力」（t＝３.６８, df＝１９, p＜.０１）、「ｉ．利用
者や外部に対するコミュニケーション能力」
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表６　コンピテンシーの獲得水準とその必要水準―国際観光学科―
n
有意確率 
（両側）t 値
必要度獲得度コンピテンシー項目
標準偏差平均値標準偏差平均値専門分野で具体化された項目共通項目
１８０.６５３ ０.４６ １.２９３.５６０.８３３.７２高校卒業程度の基礎的な知識高校卒業程度の基礎的な知識ａ
基礎的な知識
１８０.３５７ ０.９５ １.２９３.３９０.６７３.７２高校卒業までの教科・科目（国語、英 語、地歴・公民など）に関する知識
高校卒業までの教科・科目別
の基礎知識ｂ
１８０.５３２ ０.６４ １.３３３.３９０.７８３.６１語学や国内外の文化・歴史等に関する 基礎的な知識
専攻分野に直接に関わる専門
知識ｃ専門的な知識
１８０.０７６ １.８９ １.１８３.１１０.７７３.６７学際的な知識や考え方専攻分野の周辺領域の専門知識ｄ
１８０.０６１ －２.０１ １.０３４.３３０.９６３.７２対人能力、ホスピタリティの実践と活用能力業務に直接に関わる技能ｅ専門的な技能
１８０.３１１ －１.０５ １.０６３.７８０.７９３.５０担当業務の課題を発見し、具体的な解決策を提案する能力
専門分野で課題を発見し問題
解決する能力ｆ
１８０.３６８ －０.９２ １.１３４.１１０.８６３.８３優先順位をつけて、仕事を段取りする能力
仕事の段取りをデザインする
能力ｇ
基礎的・社会
的な技能
１８０.４０９ －０.８５ １.１９４.０００.８１３.７８組織における自分の役割を認識し、チームに貢献できる能力
職場の中でのチームワークや
リーダーシップｈ
１８０.００７ －３.０７**１.０３４.３３０.９９３.５０取引先や顧客などに対するコミュニケーション能力
顧客や外部とのコミュニケー
ションｉ
１８０.４４９ －０.７８ １.１６３.９４０.８３３.７２新しい知識や技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける力生涯学び続ける力ｊ
１８０.８４８ ０.１９ １.２５３.８３０.８３３.８９論理的に物事を考える力論理的思考力ｋ
１８０.２８８ －１.１０ １.１１３.７８０.７９３.５０プレッシャーの中で活躍する力プレッシャーの中で活躍する力ｌ
１８０.２６３ －１.１６ １.１３３.７２０.９８３.４４新たなアイデアや解決策を見つけ出す力批判的・創造的思考力ｍ統合的な学習
知識と創造的
思考力 １８０.８１６ －０.２４ １.２９３.５６０.９２３.５０知識を横断的に活用する力知識を横断的に活用する力ｎ
１８０.８５９ ０.１８ １.４６３.０００.８７３.０６多文化、異文化理解し、業務を遂行する能力
多文化、異文化に関する知識
の理解に関する能力ｏグローバルな
能力 １８０.３９９ －０.８６ １.４５２.７２１.１０２.４４外国語を用いて書いたり話したりする力外国語で書いたり話したりする技能ｐ
**p＜０.０１
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表８　コンピテンシーの獲得水準とその必要水準―健康栄養学科―
n
有意確率
（両側）t 値
必要度獲得度コンピテンシー項目
標準偏差平均値標準偏差平均値専門分野で具体化された項目共通項目
２８０.７２２ －０.３６１.１０３.７９０.８１３.７１高校卒業程度の基礎的な知識高校卒業程度の基礎的な知識ａ
基礎的な知識
２８０.２２３ １.２５１.１４３.４３０.７６３.７１高校卒業までの科目（理科、家庭科など）に関する知識
高校卒業までの教科・科目別
の基礎知 識ｂ
２８０.５５０ －０.６１１.５６３.９３０.８５３.７１食品、栄養に関する知識専攻分野に直接に関わる専門知識ｃ専門的な知識
２８０.９０４ －０.１２１.３３３.２９０.８４３.２５学際的な知識や考え方専攻分野の周辺領域の専門知識ｄ
２８０.９１８ ０.１０１.６９３.３９１.０３３.４３調理や給食等を運営する技能業務に直接に関わる技能ｅ
専門的な技能
２８０.００２ －３.５０**１.１６４.１８０.８６３.３２担当業務の課題を発見し、具体的な解決策を提案する能力
専門分野で課題を発見し問題
解決する能力ｆ
２７０.０００ －５.４１***０.５４４.７００.７２３.８５優先順位を付けて、仕事を段取りする能力
仕事の段取りをデザインする
能力ｇ
基礎的・社会
的な技能
２８０.０００ －４.７０***０.７４４.６１０.７６３.８６組織における自分の役割を認識し、チームに貢献できる能力
職場の中でのチームワークや
リーダーシップｈ
２８０.０００ －４.１８***０.８８４.４６０.９４３.６８顧客や外部とのコミュニケーション能力
顧客や外部とのコミュニケー
ションｉ
２７０.００１ －３.６８**１.０１４.４４０.７１３.７４新しい知識や技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける力生涯学び続ける力ｊ
２７０.００７ －２.９４**０.９１４.１５０.８５３.５６論理的に物事を考える力論理的思考力ｋ
２８０.００２ －３.４０**１.０９３.９３０.８０３.２５プレッシャーの中で活躍する力プレッシャーの中で活躍する力ｌ
２８０.０６２ －１.９５１.０７３.５４０.９３３.１４ものごとを批判的に検討する力批判的・創造的思考力ｍ統合的な学習
知識と創造的
思考力 ２８０.００９ －２.８３**１.１２３.８２０.７９３.２１知識を横断的に活用する力知識を横断的に活用する力ｎ
２８１.０００ ０.００１.２９２.５４１.０７２.５４多文化、異文化を理解し、業務を遂行する能力
多文化、異文化に関する知識
の理解に関する能力ｏグローバルな
能力 ２８０.２００ －１.３１１.２６１.８９０.８３１.６１外国語を用いて書いたり話したりする力
外国語で書いたり話したりす
る技能ｐ
**p＜０.０１, ***p＜０.００１
表７　コンピテンシーの獲得水準とその必要水準―社会福祉学科―
n
有意確率
（両側）t 値
必要度獲得度コンピテンシー項目
標準偏差平均値標準偏差平均値専門分野で具体化された項目共通項目
２００.７３３ －０.３５１.１９３.６０１.００３.５０高校卒業程度の基礎的な知識高校卒業程度の基礎的な知識ａ
基礎的な知識
２００.６０３ －０.５３１.１０３.５５０.８２３.４０高校卒業までの科目（生物、家庭科など）に関する知識
高校卒業までの教科・科目別
の基礎知識ｂ
２００.０００ －４.４９***０.７５４.６００.７３４.００人と生活、福祉等に関する知識専攻分野に直接に関わる専門知識ｃ専門的な知識
２００.０４２ －２.１８*０.８５４.１００.７３３.７０学際的な知識や考え方専攻分野の周辺領域の専門知識ｄ
２００.０１６ －２.６５*１.２７４.３５０.９１３.９０利用者の尊厳の保持・自立支援に関わる介護実践等の技能業務に直接に関わる技能ｅ専門的な技能
２００.００１ －３.８２**１.００４.５５１.００３.５５担当業務の課題を発見し、具体的な解決策を提案する能力
専門分野で課題を発見し問題
解決する能力ｆ
２００.００２ －３.５７**０.８２４.６００.９９３.６５優先順位をつけて、仕事を段取りする能力
仕事の段取りをデザインする
能力ｇ
基礎的・社会
的な技能
２００.００２ －３.６８**０.６７４.６５０.７９３.９０組織における自分の役割を認識し、チームに貢献できる能力
職場の中でのチームワークや
リーダーシップｈ
２００.０００ －４.３３***０.５９４.６５０.７３４.００利用者や外部に対するコミュニケーション能力
顧客や外部とのコミュニケー
ションｉ
２００.０１４ －２.７０*０.９４４.４５１.００３.９５新しい知識や技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける力生涯学び続ける力ｊ
２００.００１ －３.７６**０.６８４.４００.８８３.６０論理的に物事を考える力論理的思考力ｋ
２００.００１ －３.７１**０.９７４.２５１.０８３.３０プレッシャーの中で活躍する力プレッシャーの中で活躍する力ｌ
２００.００１ －３.９４***０.８９４.２０１.００３.４５新たなアイデアや解決策を見つけ出す力批判的・創造的思考力ｍ統合的な学習
知識と創造的
思考力 ２００.００２ －３.５６**０.７３４.３００.８９３.５０知識を横断的に活用する力知識を横断的に活用する力ｎ
２００.４６４ －０.７５１.３５３.１５０.８９２.９５多文化、異文化理解し、業務を遂行す る能力
多文化、異文化に関する知識
の理解に関する能力ｏグローバルな
能力 ２００.２９７ －１.０７１.５４２.４５０.９４２.０５外国語を用いて書いたり話したりする 力
外国語で書いたり話したりす
る技能ｐ
*p＜０.０５, **p＜０.０１, ***p＜０.００１
（t＝４.３３, df＝１９, p＜.００１）、「ｊ．新しい知識や
技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける
力」（t＝２.７０, df＝１９, p＜.０５）、「ｋ．論理的に物
事を考える力」（t＝３.７６, df＝１９, p＜.０１）、「ｌ．プ
レッシャーの中で活躍する力」（t＝３.７１, df＝１９, 
p＜.０１）、「総合的な学習知識と創造的思考力」
では「ｍ．新たなアイデアや解決策を見つけ出
す力」（t＝３.９４, df＝１９, p＜.００１）、「ｎ．知識を
横断的に活用する力」（t＝３.５６, df＝１９, p＜.０１）
の１２項目で獲得度に対して必要度が有意に高かっ
た。
６１３．健康栄養学科
健康栄養学科では、「基礎的・社会的な技能」
の項目全てと「専門的な技能」、「総合的な学習
知識と創造的思考力」の項目で、獲得度よりも
必要度が有意に高いことがわかった（表８）。
「専門的な技能」では「ｆ．担当業務の課題を
発見し，具体的な解決策を提案する能力」（t＝
３.５０, df＝２７, p＜.０１）、「基礎的・社会的な技能」
では、「ｇ．優先順位を付けて、仕事を段取り
する能力」（t＝５.４１, df＝２６, p＜.００１）、「ｈ．組
織における自分の役割を認識し、チームに貢献
できる能力」（t＝４.７０, df＝２７, p＜.００１）、「ｉ．
顧客や外部とのコミュニケーション能力」（t＝
４.１８, df＝２７, p＜.００１）、「ｊ．新しい知識や技術
に対して自分で調べ、継続的に学び続ける力」
（t＝３.６８, df＝２６, p＜.０１）、「ｋ．論理的に物事を
考える能力」（t＝２.９４, df＝２６, p＜.０１）、「ｌ．プ
レッシャーの中で活躍する力」（t＝３.４０, df＝２７, 
p＜.０１）、「総合的な学習知識と創造的思考力」
では、「ｎ．知識を横断的に活用する能力」（t＝
２.８３, df＝２７, p＜.０１）が獲得度よりも必要度が
有意に高かった。
７．本学に対する満足度
本章では、卒業生の本学への満足度について
確認したい。ここでは、総合的に振り返っての
本学に対する満足度に関する設問と回答者が１８
歳時点に戻り再度進路選択ができる場合に自校
を選択するかどうかという設問から検討する。
「１８歳時点の進路再選択」という仮想的な設問
は「母校への愛着や評価」を測る設問として卒
業生調査に活用されているものである（吉本
［２００７］）。
本学に対する総合的な満足度は、「総合的に
振り返ってみて、本学に対する満足度はどうで
したか。」と尋ね、５　 件法（１．とても不満で
ある～５．とても満足している）で回答を求め
ている。本学を振り返っての総合的な満足度を
みると、「とても不満である」と答えた回答者
はおらず、満足度を「４」または「５」とした
のは、全体で７３.８％となった（図１１）。満足度を
「４」または「５」とした割合を高い順にみる
と、社 会 福 祉 学 科（８２.２％）、健 康 栄 養 学 科
（７９.０％）、国際観光学科（６３.７％）となった。
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図１１　本学を振り返っての満足度
この結果は、前述した通り回答者がこれまでの
卒業生の一部であり、比較的本学への満足度の
高い者が多い回答者であるためだと推察される。
「１８歳時点の進路再選択」の設問は、「もし仮
に高校卒業後の進路選択をやり直せるとすれば、
どのような進路を選びますか。」と尋ね、「同じ
ように本学を選びたい」、「他の四年制大学に進
学したい」、「専門学校に進学したい」、「短期大
学に進学したい」、「就職、自営など仕事をした
い」、「その他」から複数回答を得た（表９）。
人数比の偏りを検討するために、χ２ 検定を行っ
たところ、国際観光学科（χ２＝４０.２８, df＝５, p
＜.００１）、社会福祉学科（χ２＝４５.７６, df ＝５, p
＜.００１）、健康栄養学科（χ２＝５２.５８, df ＝５, p
＜.００１）の全てで有意な人数比率の偏りがみら
れた。
国際観光学科と社会福祉学科では、「本学を
選ぶ」の割合が最も大きく、次に「他の四年制
大学に進学」の割合が大きかった。一方、健康
栄養学科では他学科に比べて「他の四年制大学
に進学」と回答した割合が４８.８％と最も大きく
なり、次に「本学を選ぶ」の割合が大きかった。
８．むすびにかえて
本研究では、開学から現在までの本学の３学
科（国際観光学科・社会福祉学科・健康栄養学
科）カリキュラムの変化について整理し、同３
学科の卒業生調査の結果から、卒業生の在学時
における教育内容への評価を把握するとともに、
現在の各種能力の獲得状況について検討してき
た。卒業生の在学時の教育プログラムへの充実
度の評価や自身の取り組み具合、またコンピテ
ンシーの獲得水準と仕事での必要度には各学科
で特徴がみられた。
国際観光学科の卒業生は、「海外研修・留学
のための機会や指導」の充実度に対し熱心度は
有意に低かった。しかし、現在ではグローバル
ツーリズムコースが設置されていることから、
これらの充実度や熱心度は今後同コースの卒業
生の評価を点検していく必要がある。また、卒
業生は「専門の授業（講義や演習）」や「卒業
論文、卒業制作、卒業発表」は充実度に対し熱
心に取り組んだと評価している。卒業生の取り
組み具合からも学修の集大成である「卒業研究」
は重要であると考えられる。コンピテンシーに
ついてみると、卒業生は現職において「基礎的・
社会的な技能」の「取引先や顧客などに対する
コミュニケーション能力」の不足感を感じてい
ることから、この能力を伸ばすような教育・指
導を検討する必要があるだろう。
社会福祉学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」、「外国語を修得するための授業」、
「高校までの基礎学力を学び直す授業や指導」、
「知識を広げ教養を身に付ける授業」、「研究室・
ゼミでの授業や活動」の充実度に対し、熱心度
が有意に低かった。さらに、コンピテンシーの
「専門的な知識」、「専門的な技能」、「基礎的・社
会的な技能」、「総合的な学習知識と創造的思考
力」で獲得度よりも必要度が有意に低かった。
そのため、学生が熱心に取り組むような工夫や
多様な能力を伸ばすための教育プログラムの検
討を図る必要があるだろう。
健康栄養学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」と「卒業論文・卒業制作・卒業
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表９　１８歳時点の進路再選択
その他就職、自営など仕事をしたい　短期大学に進学専門学校に進学
他の四年制大学
に進学本学を選ぶ
χ２％n％n％n％n％n％n
４０.２８***３.４２８.６５３.４２１３.８８３１.０１８３９.７２３国際観光学科
４５.７６***６.０３６.０３２.０１１０.０５３０.０１５４６.０２３社会福祉学科
５２.５８***２.３１２.３１２.３１９.３４４８.８２１３４.９１５健康栄養学科
***p＜０.００１
発表」が充実度に対し、熱心度が有意に低かっ
た。これは国家資格取得を中心としたカリキュ
ラムが影響しているかもしれない。しかし、健
康栄養学科では、現在「卒業研究」が必修化さ
れていることから、今後「卒業研究」が必修化
された年度の卒業生の熱心度も注視していく必
要がある。コンピテンシーについてみると、健
康栄養学科の卒業生は、現職において「基礎的・
社会的な技能」を中心に不足感を感じているこ
とが明らかになったことから、そうした技能を
身に付ける教育プログラムの検討が必要かもし
れない。
本学の満足度では、本学の総合的な満足度は
高い傾向にあるものの、１８歳時点での進路再選
択の分析結果では、国際観光学科と社会福祉学
科は、「本学を選ぶ」の割合が最も大きく、次
に「他の四年制大学に進学」の割合が大きくなっ
たが、健康栄養学科では他学科に比べて「他の
四年制大学に進学」と回答した割合が最も大き
くなった。仮想的な設問ではあるが、１８歳時点
での進路再選択においては、他の進路、特に他
の四年制大学と競合する可能性があることがわ
かる。そのため、卒業生の満足度にはどのよう
な要因が関係しているのか、また、実際の進路
選択にはどのような要因が関係するのかを分析
する必要がある。
本研究で行った分析は、卒業生調査で得られ
た結果の一部により考察した。また、本研究で
使用した卒業生調査の結果は、卒業生の一部の
回答に過ぎないため、回答数を増やすことが重
要であるといえる。さらに、特に国際観光学科
ではカリキュラムが大きく改編されていること
から、改編前後での分析を行うこともまた今後
の課題である。
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